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──周作クラブ会報　72 号──

◆
第
13
回
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会

日　

時　

９
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
18
時
20
分

会　

場　

上
智
大
学　

６
号
館
３
階

　
　
　
　
（
３
Ｓ
０
５
教
室
）

※�

13
時
～
13
時
半
ま
で
総
会
。
そ
の
あ
と
研

究
発
表
。
遠
藤
周
作
文
学
に
お
け
る
「
黒

い
人
」
神
谷
光
信
、「
黄
色
い
人
」
論　

北

田
雄
一
、「
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
」

論　

余
盼
盼
、「
聖
母
讃
歌
」
に
あ
ら
わ
れ

る
遠
藤
の
信
仰
態
度
に
関
す
る
一
考
察　

松
橋
幸
代
、
キ
リ
ス
ト
教
作
家
と
戦
中
派

作
家
の
接
続
点　

増
田
斎
。
15
時
10
分
頃

か
ら
上
智
大
学
・
川
村
信
三
教
授
に
よ
る

講
演
「
カ
ト
リ
ッ
ク
視
点
に
よ
る
遠
藤�

『
沈
黙
』
の
提
起
す
る
諸
問
題
―
神
義
論
・

教
会
論
・
救
済
論
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

�

な
お
、終
了
後
「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」

に
て
懇
親
会
（
会
費
制
）
も
あ
り
ま
す
。

連
絡
先
事
務
局　

笛
木
美
佳
子
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
女
子
大
学
）

　
　
　
　

 

０
３-

３
４
１
１-

５
０
１
９

◆
サ
ロ
ン
・
ド
・
遠
藤
周
作
　
講
座
（
東
京
）

日　

時　

10
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
30
分
～
16
時

ゲ
ス
ト　

今
井
真
理

　

テ
ー
マ
は
「『
遠
藤
周
作
全
日
記
』
解
説

を
終
え
て
」
遠
藤
日
記
の
こ
ぼ
れ
話
で
す�

（
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
は
加
藤
宗
哉
）。

場　

所　

慶
應
義
塾
大
学
・
三
田
校
舎
内

　
　
　
　
「
萬
来
舎
」（
南
校
舎
３
階
）

会　

費　

１
５
０
０
円
（
飲
み
物
代
共
）

※�

会
員
以
外
の
参
加
希
望
者
は
、
堀
川
由
紀

子
ま
で
、
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
ご
連
絡
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　

 yukikom
d@
gol.com

※�

終
了
後
、
大
学
近
く
で
懇
親
会
も
行
わ
れ

ま
す
。

◆
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
座（
大
阪
）

　
遠
藤
周
作
と
長
崎
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

︱
︱
『
沈
黙
』
か
ら
『
女
の
一
生
』
へ

講　

師　

山
根
道
公

日　

時　

10
月
15
日
（
月
）　

16
時
～
18
時

場　

所　

�

大
阪
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
中
之
島
教
室

　
　
　
　

 

０
６
６-

２
２
２-

５
２
２
２

◆
講
座
（
東
京
）

　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
芥
川
龍
之
介
、

　
遠
藤
周
作

講　

師　

山
根
道
公

日　

時　

10
月
14
日
（
日
）、11
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

と
も
に
15
時
30
分
～
17
時

場　

所　

四
谷
・
幼
き
イ
エ
ス
会

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

参
加
費　

千
円
（
学
生
半
額
）　

申
込
不
要

※
問
合
せ
先　
「
風
」
編
集
室

　
　
　
　

 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

◆
「
会
報
」
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作

の
人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文

学
と
の
関
わ
り
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
の
加
藤
宗
哉
事

務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
宛
て
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ふ
る
っ
て
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
掲
載
の
際
に
は
ご
連
絡
差
し

上
げ
ま
す
。

◆
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
３
０
０
０
円
。
年
４
回
発
行
の

「
会
報
」
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す

る
「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
文
学
の
足
跡

を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
へ
の

案
内
、
新
年
会
や
各
種
懇
親
会
に
参
加
で
き

ま
す
。

　

す
で
に
会
員
の
方
も
、
ご
家
族
や
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
下
記
の
「
周
作

ク
ラ
ブ
」（
加
藤
宗
哉
事
務
所
内
）
ま
で
、

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

れ
ば
、
折
り
返
し
案
内
書
と
会
費
振
り
込
み

用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正
■
前
号
（
第
71
号
）

８
面
、
高
尾
直
子
さ
ん
の
記
事
「
周

作
ク
ラ
ブ
長
崎
便
り
―
―
料
亭
・
花

月
に
て
」
の
中
で
、「
藤
間
流
の
名
取

森
香
子
会
員
に
よ
る
祝
舞
が
披
露
さ

れ
た
」
と
あ
っ
た
の
は
、正
し
く
は
「
名

取
・
森
美
香
子
会
員
」
で
し
た
。
著

者
お
よ
び
森
美
香
子
さ
ん
に
深
く
お

詫
び
し
、
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
編
集
部
）

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
西
日
本
を
中
心
に
襲
っ
た
豪
雨
災
害
、
大
阪
府

北
部
地
震
で
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
遠
藤
先
生
の
心
の
故
郷
、
多
く
の
作
品
の
舞
台

と
な
っ
た
長
崎
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
文
学
館
も
新
企
画
と
一
部
が
リ
ュ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

に
長
崎
そ
し
て
文
学
館
を
訪
れ
て
頂
き
た
い
で
す

ね
。

▼
酷
暑
に
台
風
の
逆
走
。
今
夏
は
異
常
気
象
で
す
。

厳
し
い
夏
を
乗
り
越
え
、
元
気
に
周
作
忌
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。�

（
佳
）

▼
１
８
０
cm
近
く
あ
っ
た
遠
藤
先
生
。
今
と
な
っ

て
は
正
確
な
数
字
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
長
身
の

先
生
の
ス
ー
ツ
姿
は
と
て
も
ダ
ン
デ
ィ
で
し
た
。

▼
副
編
集
人
を
承
っ
て
か
ら
、
初
め
て
の
編
集
後

記
で
す
（
一
田
さ
ん
の
助
け
を
拝
借
し
て
い
ま
す
）。

こ
こ
何
号
か
は
、
長
崎
か
ら
の
便
り
や
連
載
物
に

救
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
前
号
の
編
集
後
記
に
書
か
れ
て
い
た
長
崎
の
朗

読
劇
、
再
演
が
実
現
し
ま
す
。
聖
母
マ
リ
ア
を
演

じ
る
の
は
？�

（
園
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
72
号

�

２
０
１
8
年
８
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
11
月
の
予
定
で
す
。


